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調査研 究

課 題 抗変異原活性を有する県内産農産物の機能性成分に関する研究

研究期 間 平成１７年度～１８年度 ２年間

目 的 

野菜をはじめとする農産物には，抗変異原，抗酸化等の生理的機能性

を持つ成分が多く含まれていることが知られている。近年，このような

成分を含む食品を摂取することががん等多くの疾病の予防に役立つと

考えらられるようになり，農産物に含まれる機能性成分に対する一般消

費者の関心が高まっている。また，このような健康志向の消費者ニーズ

の下に，農林水産部においても機能性成分を活かした県内農産物の高付

加価値化等の開発事業を展開している現状にある。以上のような背景か

ら，抗酸化能を指標とした県内産農産物の機能性を具体的に評価するた

めの方法について検討した。

得られた

成 果

県内産農産物の抗酸化能評価法を検討し，以下の結果を得た。 
【１】 ラット肝ミクロソームを用いた生体モデル系の抗酸化試験：過

酸化の誘起における基質としては，Aroclor 1254 を誘導剤とし

た肝ミクロソームが最も適し，酵素反応試薬濃度及び TBA 試薬

の添加量についても最適濃度及び量を検討し，抗酸化能簡易ス

クリーニング法を作成した。

【２】 この方法を用いて欧州系ぶどう(マリオ)の抗酸化能を検討した

結果，ぶどうホモジネートの 700×g 上清に強い抗酸化活性が認

められた。

【３】 上記マリオ 700×g 上清の 20%溶液を水道水で調製し飲料水と

してマウスに１ヶ月間自由に摂取させた後，肝，腎及び脳の過

酸化脂質量を【１】で作成した方法に準じて測定しその抗酸化

能を検討した。その結果，ぶどう抽出液投与群の肝では対照群

のそれに比較し，酵素的脂質過酸化を抑制する傾向が認められ

た。 
このように，ラット肝ミクロソームによる in vitro 試験により県内産

農産物の抗酸化能をスクリーニングし，活性の認められた試料に対して

は実際にマウス等の実験動物へ投与しその効能を評価することができ

た。 



成果の 普 
及・活 用 
方 法 

【１】 本抗酸化能スクリーニング法は簡便かつ迅速であることから，

農産物等種々の食品への応用が可能である。

【２】 これまでに実施した県内産農産物の機能性調査結果に関して

は，当所のホームページで公開しており，県民の健康保持・増

進のための資料となる。また，調査結果の一部は，農業総合セ

ンター園芸研究所編集発行の「園研だより」にも掲載され，本

県農産物の振興にも寄与している。

残され た

課題・ 問 
題 点 


